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河南町地域公共交通会議（ネットワーク全体の評価）

近畿様式

１．交通会議が目指す地域公共交通の将来像

公共交通の将来像

（１）地域特性

（２）計画の基本方針

（３）計画の目標及び期間

（４）公共交通の将来像
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推計値

人口減少・高齢化の進展

図１ 人口推移と将来推計

まち全体で一体となり、地域公共交通を維持する方針１

区域特性に応じた最適な公共交通サービスを、協働・連携のもとに実現する方針２

新たなモビリティサービスの推進方針３

目標
区域ニーズに応じた、誰もが移動しやすい、住みやすい公共交通サービスの提供を通じて、住民
の生活活動を支援し、持続可能なまちづくりを目指します。

期間 本計画の目標年次は、2028年（令和10年）

地域の将来像における位置づけ

町が目指すまちづくりに関する計画（まちづくり計画）との整合性を図り、地域の活性化及び住
民福祉の向上に寄与する公共交通を目指す。

公共交通の機能分類とサービス水準等の設定

【機能分類】
（次頁参照）

【サービス水準】
公共交通人口カバー率：97％

公共交通網見直しの方向性

近隣市町村と連携しながら、持続可能な地域公共交通ネットワークの維持・確保を目指す。
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公共交通ネットワークのイメージ図
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２．目標設定及びその達成状況の評価に関する事項

（１）公共交通網評価の基本的考え方

（２）評価指標及び評価基準

個別の運行による利用者の利便性向上による評価に加え、河南町全体から見た公共交通の総合的な評
価を行うことが可能で、持続的な交通体系の形成に資する指標を設定する。

■公共交通の課題解決につながっていることを評価する
■地域の状況変化を素早く把握できる指標を設定する
■評価に係るデータ取得の負担を考慮して設定する
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３．目標達成に向けた公共交通に関する具体的取り組み内容
（１）取組経緯

①地域内の公共交通の概要、問題点
【概要】
平成31（2019）年2月に民間路線バスの他に、地域公共交通として「カナちゃんバス」および「やまなみタク
シー」の本格運行をスタートさせた。また、金剛バスの事業廃止を受け、令和5（2023）年12月には「新たな公
共交通（金剛ふるさとバス）」を「富田林市、太子町、河南町および千早赤阪村地域公共交通活性化協議会」にお
いて計画・運行に行政としての取り組むこととなった。

【問題点】
課題① バス交通サービスの維持 課題② 持続可能な地域公共交通網の構築・公共交通の利用促進
課題③ 高齢者に対する移動支援 課題④ 新たなモビリティサービスの実現

②取組の実施に至る経緯

③取組（調査等）の主な内容
●地域及び公共交通の現状
●公共交通を取り巻く課題
●河南町地域公共交通計画の策定
・基本理念・基本方針 ・地域公共交通体系（公共交通ネットワーク）
・施策体系・施策内容 ・持続可能な地域公共交通の確立に向けて（推進体制、評価指標及び目標値）

④主な調査結果 （次頁参照）

⑤協議会の開催状況、議論の概要
●令和６年度 第1回 河南町地域公共交通会議（令和６年５月２２日開催）
・決算報告について ・計画(案)について 等

●令和６年度 第2回 河南町地域公共交通会議(書面)（令和６年６月１９日-２４日開催）
・計画認定申請について

●令和６年度 第3回 河南町地域公共交通会議（令和６年１２月１２日開催）
・計画の改訂について

●令和７年度 第１回 河南町地域公共交通会議（令和７年６月２４日開催予定）
      ・計画認定申請について 等

タクシー事業
の廃止

路線バス事業の廃止を
検討・申し出

金銭援助の申し出
（補助金等）

検討の結果、
事業廃止を決定

民間路線バス事業者
への代替交通
協力依頼要請

協力要請を受け、
協力を受理

人材不足により
ダイヤを減便

広域地域公共交通活
性化協議会の設置

路線のエリア分類（5つ）
①太子町エリア②河南町北部エリア③河南町南部エ
リア④千早赤阪村エリア⑤富田林市東南部エリア

エリア毎の優先して確保する路線を抽
出（主に大量輸送が必要な路線）

バス停位置・運行本数・運行形態の調整

「主要路線とした５路線を広域協
議会から民間事業者に運行依頼

各担当市町村の
様々な公共交通形態で補完

R4.11

新たな公共交通の検討

検討フロー

輸送人員の少ない路線の代替交通サー
ビスの検討

条件の整理

条件：地域コミバス方式での運行

4市町村コミバスの開始

計画策定

R5.9

R5.10

R5.10
～11

R5.12

路線バス事業者
（金剛自動車(株)）

関係4市町村

民間路線バス事業者

各関係者の動き

各運行形態のとりまとめ
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④主な調査結果
●地域及び公共交通の現状

●公共交通を取り巻く課題

●河南町地域公共交通計画の策定

現状① バス交通の事業継続の困難

・大型二種免許の取得要件、労働環境（年収、労働時間、雇用形態）が厳しい
・コロナ禍で落ち込んだ乗客数が完全に戻り切れていない
・燃料費高騰への収益面での打撃の影響、ドライバーの時間外労働に年間960時間上限が課される「2024年問題」
への対応

現状② 新しい公共交通による運行経費の負担（利用者の減少）

・カナちゃんバスややまなみタクシーは新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け利用者数が減少
・金剛バスの代替交通を確保するため、金剛ふるさとバスの運行経費を新たに負担

現状③ 人口減少と高齢化の進展

・公共交通利用者は人口減少と共に年々減少する傾向
・河南町は高齢化率が31％（令和２年度）であり、高齢者を含む交通弱者の移動手段として公共交通の維持・支援
は今後も求められる

現状④ 移動に関する新技術の進展

・自動運転やシェアリングサービス、電動化等の技術の発展により、自動車を含めた多種多様なモビリティが進化
・AI技術を活用したオンデマンド予約システムの開発、MaaSにおける移動資源の連携サービスの進展
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（2）目標を達成するために行う事業・実施主体・事業概要等

補助対象事業

地域公共交通確保維持改善事業

事業 実施主体 着手・実施期間 種別 事業概要

地域間幹線系統補助事業 河南町 令和６年１０月～令和７年９月 幹
金剛ふるさとバスの
運行

地域内フィーダー系統補
助事業

河南町 令和６年１０月～令和７年９月 フ

カナちゃんバス・やま
なみタクシー・金剛ふ
るさとバス(補完)の
運行

その他補助事業

事業 実施主体 着手・実施期間 事業概要

非補助対象事業

事業 実施主体 着手・実施期間 事業概要

【種別】幹：地域間幹線系統、フ：地域内フィーダー系統、策：計画策定事業、推：計画推進事業
利策：利便増進計画策定事業、利推：利便増進計画推進事業
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（3）生産性向上の視点から取り組んだ事業

事業 取組内容 効果目標

スマホ定期券の導入
金剛ふるさとバスにおいて、利便性向
上のため、スマートフォンで利用できる
定期券システムを導入した。

収支率１％以上の改善

交通系ＩＣカードシステムの導入（カナちゃ
んバス）

カナちゃんバスにおいて、利便性向上
を図るため交通系ICカードシステムを
導入し、利用者の利便性向上を図った。

バス停の猛暑対策

カナちゃんバスのバス停にミスト発生
装置やプランターへの植樹といった猛
暑対策を実施し、利用者の快適性向上
を図った。

車内広告の掲示
カナちゃんバスの車内に広告を掲載で
きるようにし、ひと月単位、一枠ずつ販
売し、収益性に寄与した。

4．具体的取組に対する評価

・地域公共交通を維持するため、金剛ふるさとバス、それを補完する支線路線、町内循環路線（カナちゃんバス・や
まなみタクシー）の運行に取り組んだ。今後も公共交通の利用状況等を把握し、より利用しやすい公共交通体系
の実現に向けて改善していく。
・収支率改善のため、様々な利用促進策に着手した。富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村地域公共交通活性
化協議会では、金剛ふるさとバス利用促進検討分科会を立ち上げた。当分科会を中心に、今後も利用者の利便
性向上を図り利用者増加に繋がる取り組みを進めていく。
・地域住民、交通事業者、行政機関、学識経験者等が一堂に会する「富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村地域
公共交通活性化協議会」「河南町地域公共交通会議」において、持続可能な地域公共交通の実現に向け、協議を
行った。今後も横のつながりにおける顔の見える関係を維持し、課題解決に向け取り組んでいく。

5．自己評価から得られた課題と対応方針

課題 課題への対応方針

＊地域公共交通の維持に関する課題
●移動需要の減少等による地域公共交通の存続危機
●運行の担い手不足

■地域の多様な交通資源の利活用、適切な運行
形態の検討

■新たなモビリティサービスの検討
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河南町地域公共交通会議（これまでの経緯）

1.昨年まで（直近）の二次評価の活用・対応状況

昨年まで（直近）の二次評価における事
業評価結果

事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容）

今後の対応方針

該当なし

2.アピールポイント、特に工夫した点など

＊近隣市町村との連携
●路線バスの事業廃止に伴い広域地域公共交通活性化協議会（富田林市、太子町、河南町、千早赤阪村）を組
織し、合同での「金剛ふるさとバス」を運行している。定期的に４市町村職員の担当者会議を開催し協議会の
円滑な運営に努めている。
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